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豚の受精卵移植における採卵と移植方法
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Ⅱ試験方法

１スタンダードプラン（発情の同期化・採卵・移植計画）
‐１０１３４７～８日
Ｌ－１１‐－１－１－Ｉ

ＰNSG離乳ＰＧｈＣＧ種付け（供卵豚）→採卵
投与投与投与 移植（受卵豚）
l５００１Ｕ１５ｍｇ ５００１Ｕ

２採卵、移植方法
（１）採卵方法

（２）移植方法

外科的方法、麻酔はネンブ､タール及びハロセン吸入麻酔。
供試豚は、大ヨークシャー種９頭。

ア外科的方法

イ非外科的方法

３調査項目

麻酔はネンブ､タール及びハロセン吸入麻酔。
供試豚は大ヨークシャー種４頭。
テフロンチューブ､､及びハ､､ルーンカテーテル注入器を発情時に挿入固
定し、２～３日後に受精卵を移植した。
供試豚は大ヨークシャー種５頭。…

回収卵数、卵の発育状況、移植卵数、受胎成績。
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主要成果の概要
豚の過排卵処理

り今後は十分Iこ
ったものの可能
卵の回収成績

Ⅲ

よ
か
１

は170個、１頭当たりの平均回収卵数は１８．９
ランの処理法が適している。

旺・庇盤胞が６３．５％を占めているが、回収

頭･の回収卵総数
スタンダードプ

ステージは桑実

(1)供卵豚９
、個と多く

（２）卵の発育ス

ることにより受精卵の発育状態が改善され日目にす日数を種付け後５
｡る

２受精卵の移植成績一

（１）外科的移植方法では、受卵豚４頭中１頭が受胎し、産子数は１２頭と
多く、着床率は５７．１％と高かった。これは:、、移壬植卵の発育が桑実旺・
旺盤胞と良好であったためと考えられる。
（２）非外科的移植方法では、受卵豚５頭中１頭が受;胎したが、その後流
産が確認された。この時の移植方法でテフロンチューブを発情時に挿
入し固定出来たことから今後移植を成功させる可能性が示唆された。



Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表受精卵の回収成績

供卵豚種付後回収卵一回収卵の発育状態（％）モ
頭数 日数総数２～４細胞８細胞…桑実旺旺盤胞不分割卵

9頭４．６日170個１４．７７．１４４．１１９．４１４．７

第２表受精卵の移植成績

回次移植方法移植と移植卵の発育ステージ（個）‐受胎成績
卵数２～４細胞８細胞桑実H玉ＨＩ盤胞妊否産子
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注）（）内の数値は、移植卵のランク別個数

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

豚の受精卵移植では、手術室の温度は２０～２５℃、湿度は６０～８０％にし、
塵の発生を抑えて、衛生状態に十分注意する ｡

Ⅵ今後の研究上の問題点

１受精卵の凍結保存技術の検討
･２非外科的な移植方法の開発、実用化
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